
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年 ５月１５日 

学校名  国見小学校     

校長氏名  小林 邦義     

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 

① 水や電気などの資源を大切にします。 

② ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

③ 中学校・地域と連携し、清掃活動やリサイクルに取り組むとともに、国見地区の自然環境を学びま

す。 

 

２ 取組内容 

 

① 節水・節電の取り組み 

② ゴミの減量・リサイクルの取り組み 

・ぴかぴか委員会で節水・節電・ごみの分別について全校が意識できるエコカレンダーを作成、 

掲示し呼びかける活動をします。 

③ 中学校・地域と連携して分別回収・清掃活動 

・古紙やアルミ缶などの回収を中学校・ＰＴＡ・地域と連携して実施します。また、海岸清掃 

など地域の清掃活動を行います。 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

②について、どのような行動が望ましいかを理解し、節水などを意識した行動につながるように、委員

会の児童を中心に全校への呼びかけなどを考えて取り組む。（進んで参加する態度）  



様式第２号                                                    （提出日）令和３年２月１日  

学校名       国見小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 水や電気などの資源を大切に使います。 

② ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

③ 中学校・地域と連携し清掃活動やリサイクルに取

り組み、国見地区の自然環境を学びます。 

 

２ 取組内容 

① 節水・節電   ②リサイクル 

・手洗い場や電気のスイッチ付近などに節電・節水を 

呼びかける掲示を継続しています。さらにエコカレ 

ンダーを校内に掲示して、曜日ごとに項目を変えて 

節電・節水・リサイクルの意識を高めました。 

 ・各教室でのゴミの分別や給食時のゴミの分別を行いました。 

 

③ リサイクル活動・国見地区の自然環境の学習 

・地域の方や、中学生と合同で、資源回収を行いました。（今年度は１回実施） 

 ・１・２年生は、生活科の学習で国見の海について学習しました。地域のクラゲ屋さん

（アトゥーラ）に来校していただき、国見の海の特長について話を聞きました。また、

同じくアトゥーラさんの指導のもと、磯観察を行い、いろいろな生き物を見つけたり、

見つけた生き物の特徴を聞いたりして、国見の自然の良さに気づき、その自然を大事に

したいという気持ちを持つことができました。 

・３・４年生は、公民館との共催行事「ふるさと探訪」で地

域を巡り、国見地区の歴史とともに自然の豊かさを体感する

ことができました。  

  

★ ＥＳＤポイント（内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①②の取り組みでは、委員会の児童が中心になって、どのような行動が望ましいかみんな

で考えたり、呼びかけたりする活動ができ、節水・節電などへの意欲を高め、意識して行動

することにつなげることができました。（進んで参加する態度） 

  

公民館の方に案内・説明してもら

って地区をめぐる「ふるさと探訪」 

資源回収 

節水ポスター エコカレンダー 

地域のクラゲ屋さんの指導で行っ

た「磯観察」 



 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 電気のスイッチや水道のところに節電・節水の掲示をすることで、日ごろから気

を付ける意識が身についています。 

② PTAの資源回収を地域ぐるみで行うことで、協力して資源をいかす活動ができまし

た。 

③ 地域の方に協力いただいて、国見の自然に目を向け豊かな自然を大事にしたいと

いう意識を高めることができました。継続的な取り組みで、ふるさとの自然を愛

し、誇りに思う気持ちが育っています。 

【改善点】 

本年度は、コロナウィルス感染症拡大防止のため、放送での呼びかけを行うことが

できなかったので、日常のなかで教師が児童に声掛けしながら節電・節水の意識を

持てるようにしてきました。コロナウィルス感染症が収束したときには、再び委員

会を通して呼びかけを行っていきたいです。 


